










































研究校職員：重複障害児学級担当、小学部職員 4 名、中学部職員 5 名、高等部職員 8 名、訪問教育学


















童生徒の実態把握、第 3 回、第 4 回に実施する出前授業での授業研究をふまえて、各グループで第 5
回、第 6 回の研究授業を実施し、第 7 回の出前授業において研究内容にそった授業提案をしていくこ
とを計画した。研究のまとめは、研究校が実施報告書としてまとめることを確認した。 
【研究計画】 
第 1 回（2019 年 8 月 7 日）研究内容・計画・各学部の課題説明 
第 2 回（2019 年 9 月 6 日）児童生徒の実態把握：小学部・中学部・高等部・訪問教育学級 
第 3 回（2019 年 9 月 19 日）出前授業、授業研究：小学部・中学部・高等部 
第 4 回（2019 年 9 月 26 日）出前授業、授業研究：訪問教育学級 
第 5 回（2019 年 11 月７日）授業研究、授業研究：訪問教育学級 
第 6 回（2019 年 11 月 14 日）出前授業、授業研究：小学部・中学部・高等部 








素を Inspiration 、Feeling、Imagination、Creation、Storyteller、Interaction の 6 つの要素の観
点から評価基準を設定することで、学習内容、学習活動を振り返り、自己評価をグループ内評価に繋
げ、客観的な評価の視点とし活用することができる。この授業を組み立てる要素は、筆者が本学の研
究紀要(「教育科学論集」 2017．第 4 号)に「学校における音楽の授業づくり～教師の自己フィード
バック Teaching Essence（授業組立の要素）の視点から」に研究として示したものである。 
2)自立活動の区分と項目別の音楽的な活動の指導内容 
重度肢体不自由児童生徒の所属する教育課程は、児童生徒の実態を考慮し自立活動を中心としたも
のになっている。小学部年間授業時間 850 時間中 408 時間（48％）、中学部年間授業時間 1050 時間の











Inspiration をベースにして始まる指導  

































Inspiration から Feeling につなぐ指導  


























Feeling から Imagination に展開する指導 
 ○子どもの姿、自分の姿が見えるか。  

































Imagination からより Creation に発展する指導 
○音を創造する   
 想像された音や音楽を構造化していくことで創作へと発展させること
ができる。 
○子どもと共につくる即興的な音、音楽   
 子どもの作り出す即興的な音や音楽の世界を共感・共有し創造してい
く音楽づくりの過程が大切である。  























Creation を Story につなげていく指導  
○創造した授業を演じること   
  授業の流れを物語として創造し組み立て、教師は語り手として授業づ
くりをする。 















































 ○自己の確立をねらい、社会性への気づきを高める。  






























































































































































































































































































































出前授業は、小・中・高等部において令和元年 9 月 19 日、12 月 12 日、訪問教育学級では 9 月 26
























「What’s your name?」での個別の簡単な英語詞の歌唱活動から「海の声」「RPG」「星野源 ドラえも
ん」「ダイナミック琉球」「愛にできることはあるかい」「上を向いて歩こう」「I’m still standing」



























































































































   ・交互に演奏する。 
















































































































































































































































































































































③ 松井紀和(1995)『音楽療法の手引き』牧野出版  
④ 宇佐川浩(2006)『音楽療法における発達診断』日本臨床心理研究所機関誌 Vol.４ 
⑤ 中島恵子・山下恵子(2002)『音と人をつなぐ コ･ミュージックセラピー』春秋社 
⑥ 飯野順子・授業作り研究会Ｉ&Ｍ(2005)「障害の重い子どもの授業づくり」ジアース教育新社 
⑦ 編著全国肢体不自由養護学校長会(2005)「新たな肢体不自由教育実践講座」ジアース教育新社 
⑧ 文部科学省(2019)『特別支援学校学習指導要領解説』『自立活動編』文部科学省 
